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研究の目的 
 

舞鶴若狭自動車道若狭工事では，軟弱地盤対策として真空圧密工法が適用されている．真空圧密工法は，対象地

盤にペーパードレーンを挿入し，真空ポンプを使って強制的に排水することで，圧密を促進させる工法である．真

空圧密工法は本質的にはプレローディング工法であるが，通常のプレローディング工法とは異なり，改良域の側方

にも真空圧が作用するため，盛土載荷によって押し出される周辺地盤の側方変形が低減されると同時に，盛土の急

速施工も可能となる．しかしながら，このような真空圧密工法特有の効果は，慣用的な設計法で予測･評価するこ

とは困難であり，土-水連成 FEM 解析の有用性が指摘されている．本研究では，真空圧密工法を適用した載荷盛土

に対して土-水連成 FEM 解析を実施し，その有用性について検討を行った．また，この FEM 解析結果を用いて，

応力･変形の将来予測や施工管理等についても検討を行った． 

 

技術の説明 

 

真空圧密工法を考慮した土-水連成 FEM 解析を実施する場合，真空圧密工法をどのようにモデル化し計算に組み

込むかが重要となる．従来のモデル化では，改良域にペーパードレーンによる圧密促進効果を考慮した等価透水係

数を与える手法（Mass Permeability 法）が多く用いられている．しかしながら，この手法を用いた場合，改良域

内部の応力状態を予測･再現することが困難である．本研究では，真空圧密工法のモデル化に，改良域内部の応力

状態を精度良く予測･再現することができる“拡張マクロ･エレメント法”を用いている．これにより，真空圧密工

法特有の効果を総合的に評価することが可能となる． 

 

主な結論 

 

・舞鶴若狭自動車道若狭工事において真空圧密工法を適用した載荷盛土では，周辺地盤の側方変形量や隆起量が低

減されるとともに，通常の約 3 倍の急速施工での施工が実現できており，真空圧密工法による改良効果を確認す

ることができた． 

・真空圧密工法を適用した載荷盛土に対して，“拡張マクロ･エレメント法”を用いた FEM 解析を実施した結果，

動態観測による沈下や変形，間隙水圧を精度良く再現できることが確認された．この結果を用いることにより，

慣用的な設計法では評価が困難であった真空圧密工法特有の効果を，評価･予測することができた． 
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図-2 動態観測結果と FEM 解析結果の比較 図-1 真空圧密工法を適用した載荷盛土 
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